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『テス』に見る象徴の固定と溶解

杉 村 泰 敬

『テス』(Tessofthed'Urberuilles)の中に用いられているいくつかの象

徴は､何度となく繰返され絡み合いながら､次第にテスを苦境に追いつめて

ゆき､謂わば彼女を死へ導 く役目を果たしているように思われる｡

しかしながら､シンボルをこのように一義的に固定してしまえば､テスの

生涯は機械仕掛けの如 く､ただ悲劇へ向かうだけのものにすぎなくなる｡以

下の論述では､この作品の中から代表的シンボルと思われるものをいくつか

取 り上げ､その多義的性質を検討することによって､テスが一義的に固定さ

れたシンボルに堕することを拒否し､無限に多義的な流動体 として存在して

いることを明らかにしたい｡

Ⅰ

『テス』の作品中の ｢赤い色彩｣が ｢死｣と同時に ｢生｣(｢性｣) をも象徴

するものであることは既に何人かの批評家によって指摘されている(1)｡テス

の赤いリボン､真紅の唇､馬車の事故で愛馬プリンス (Prince)の流す移し

い血､アレク･ダーバヴイル (Alecd'Urberville)と出会った時､彼の煙ら

せる葉巻の煙の中に見え隠れする赤いスペクトル､テスの下半身を照射する

｢赤い｣太陽光線､農繁期のマ-ロット (Marlott)の村の刈取り機の､真赤

1 代表的なものではTonyTanner,"ColourandMovementinTessof the
d'Urbervilles,"inHwdy:TheT71agicNovels,ed.R.P.Draper(London:
Macmillan,1978),182-208があるOまたJ.HillisMiller,"Tessof the
d'Urbervilles:RepetitionasImmanentI)esign,"inFictionandRepetition:
SeuenEnglishNovels(oxford:BasilBlackwell,1982),122-24にも､その言
及がある｡
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に塗られた腕木の色､フリントコム･アッシュ農場 (Flintcomb-AshFarm)

の赤塗りの動力脱穀機､白い天井に広がるアレクの血の染み- これら ｢赤

の色彩｣は､いずれもテスを悲劇的結果に向かわせる役割を果たしている｡

赤いリボンと真紅の唇は､テスを破滅へ導くことになった二人の男､アレク

とエンジェル (AngelClare)を魅了して止まず､愛馬プリンスの死による一

家の窮迫はアレクの元へテスを奉公に出すきっかけとなる｡ 刈取り機の刃は

畑の小動物の隠れ家を破壊して死に到らせ､動力脱穀機は､その非情な車輪

でテスを含めた農場の女たちを､体力の限界に到るまで強制労働に駆 り立て

る｡テスを照射する ｢赤い｣太陽光線は､遂に彼女を古代の太陽神崇拝の殿

堂ストーン-ンジ(Stonehenge)の祭壇の生費とする｡ 即ち､此処で彼女は､

アレク殺害の廉で官憲に逮捕され､後に死刑に処せられるのである｡

一方､テスの唇は､彼女の豊かな ｢性｣を象徴するものであり､プリンス

の傷口から噴出する血の勢いは､死と同時に生命力をも感じさせる｡ アレク

の葉巻の煙の赤いスペクトルや赤い太陽光線は､勿論､｢性愛｣の光線である｡

アレクから流れる血も､生 (性)と死が一体となっていることを感じさせる｡

このように､｢赤い色彩｣は､生 (悼)と死が交差し合う場なのであり(2)､い

ずれか一方に意味を限定することはできない｡従って､これに確固たる象徴

体系を持たせることは不可能である｡

しかしながら､この ｢赤｣が ｢回転｣に組みこまれる時､情況は極めて不

吉になる｡この場合､｢赤｣は､むしろ｢死｣の方向に一義的に限定され､｢死｣

にこだわり続けるように見える｡ ｢赤｣ が ｢死｣のシンボルとして固定され､

どこか物象化された様相を帯び始めるのである｡その例が､刈取り機の､回

転するマルタ十字形の赤い腕木であり､蒸気機関で回転する赤い脱穀機の車

輪である｡此処に積極的な ｢生｣(｢性｣) の意味を見出すことは困難である｡

なぜなら､この ｢回転｣そのものが作品の中で一種の強迫観念のようなもの

2 Tanner,191-92,205.
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になっているからである｡

この作品の中に出現する ｢回転｣は､いずれも､その一つ一つの意味に､

かなりの差異が含まれているにもかかわらず､強引に一義的意味が付与され

る傾向がある｡車輪の回転が､互いに何の脈絡も持たずに唐突に現われ､そ

れが､次第に､遠い昔ダーバヴイル家の馬車の中で起きた殺人事件へと繋がっ

ていゆくといった進め方は､どこか牽強付会な感じを免れない｡テスが､ま

るでイクシオンの車輪 (ⅠⅩionianwheel)に結わえつけられたかの如 くに坤

きながらアレクを刺し殺すといった一節も､｢車輪｣甲回転を殊更に強調する

ところがある｡

ここで､｢回転｣の描写を一つ一つ取り出して､その意味作用の差異を検討

することにしよう｡ 先ず､テスが弟とともに蜜蜂の巣箱を馬車に積み込んで

隣村まで酉己達する途中､郵便馬車と衝突して馬が死ぬ場面である｡ 確かに馬

車の車輪は回転している｡ しかし､たとえ馬の死が､胴体に突き刺さったナ

イフの刃のような韓によるものだとしても､この｢死｣の状況が､ダーバグイ

ル家の祖先の殺人事件や､テスのアレク殺害といかなる連関を持つのであろ

うか｡プリンスの死は全 く不慮の出来事であり､そこに乗り合わせたテスに

も弟にも､そして郵便馬車の駁者にも､なに一つ -｢殺意｣は無い｡プリンス

はテスの家族の生活を根底から支える掛替えのない存在である｡ 従って､こ

の場合の馬車とダーバヴィ)I,家の馬車との意味的連関は､単に馬車の車輪が

回転するということ以外なにも見出すことができない｡つまり､此処で ｢回

転｣とは､愛する者の死の象徴であると同時に､憎むべき者の死の象徴でも

あり､全く相反する象徴体系を同時に含むものなのである｡

刈取り磯の赤い十字の腕木が回転する時､テスは､アレクとの間に生まれ

た私生児に授乳しているが､脱穀機の赤い車輪が回る時､彼女は､しつこく

言い寄るアレクの顔面を分厚い革手袋で殴打し､彼の口から血が滴り落ちる｡

私生児に､最初こそ彼女は嫌悪と愛情の入混じった複雑な感情をもって接す

るが､子供が衰弱して余命いくぼくもなくなると純粋に母親として可能な限

りの献身的愛情を注ぐのである｡
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一方､アレクの顔面を打った後､彼の口から流れ落ちる血を見たテスは､

次のように言う｡

Ǹow,punishme!- Whipme,crushme;youneednotmindthose

peopleundertherick!Ishallnotcryout.Oncevictim,alwaysvictim

- that'sthelaw!'(3)

此処では､｢犠牲｣､｢捉｣ということばが目を引く｡アレクとの関係は､こ

の場合､愛を剥奪された隷属的なものである｡ このように､刈取 り機の十字

の腕木と脱穀機の車輪とは､ともに赤の色彩を施された回転体であるが､そ

の象徴するものの性質には大きな差異がある｡そもそも､この ｢回転｣ のシ

ンボルの原型とも言うべきダーバヴィル家の馬車の殺人事件とはどういうも

のなのであろうか｡ダーバヴイル家の馬車の空音を聞くと不吉なことが起き

ると言い伝えられている､この伝説とは､何百年も前に､その家の貴族の一

人が村の女を誘拐し､彼女が馬車から逃げ出そうと争っているうちに､男が

女を､あるいは女が男を殺したという話である｡ 然るに､アレクは元々ダー

バヴイル家とは無縁の新興地主で､たまたま彼の曽祖父が家名にこだわるあ

まり､今は没落したこの地方の名門ダーバヴィル家の名を拝借したというだ

けのことである｡ それゆえテスの場合､貴族の男が村の女を誘拐したのでは

なく､村の男が貴族の女を､ということになる｡ これは伝説の反復というよ

りはパロディというべきものであろう(4)0

テスとエンジェルが トールボセ-ズ酪農場 (TalbothaysDairy)の中の水

3 ThomasHardy,Tessofthed'Urbervilles(Harmondsworth:Penguin,1981),
411.以下『テス』のテキストはすべてこの版により､引用文および言及のあと
にページ数のみ記す｡

4 Miller,133およびJeanJacquesLecercle,"TheViolenceofStyleinTessof
thed'Urbervilles,"inAltemativeHardy,ed.LanceSt.JohnButler(London:
Macmillan,1989),12-13.
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路に沿って歩 く時の､人間とも神とも区別のつかないほど幸福感に満たされ

た雰囲気の真只中に､水の中の育鷺達が感情のない車輪の回転の如 くに首を

ゆっくりと動かして二人をしつこく眺める｡ この｢回転｣が､テスとエンジェ

ルの未来に暗い陰を投げかけているとしても､アレク殺害後の､愛の逃避行

の道すがら立ち寄ったニュー･フォレスト (theNewForest)の一軒家での

一夜は､到底､車輪の回転の中に収まりきるものではない｡同様に､テスが

アレクを殺害する前後の激しい感情の起伏が､ダーバヴィル家の祖先の単純

な殺人事件と､車輪の回転一つで結びつけられるはずがない｡

｢回転｣というシンボルは､この作品の中で確固たる意味へ向けて収赦して

ゆくように見えるが､実はこれとは逆に､回転体が回転すればする程､その

意味作用は無限に差異化すると言えよう｡

ⅠⅠ

限りなく異なる意味作用を作り出す運動即ち差異化の中に､特定の意味を

固定化しようとする傾向はテスの意識の中にも窺える｡ トールボセ-ズ酪農

場で結婚を誓い合い､新婚の旅に出る矢先､テスとエンジェルの乗る古ぼけ

た馬車を見たテスが出しぬけに｢既視感｣(LEdeJ]'aLvu")を表明する｡ ｢既視感｣

とは､その状況や出来事が全 く新たなものであるにもかかわらず､見慣れた

もののように映る感覚のことである(5)

Ìfancyyouseemoppressed,Tessy,'saidClare.̀Yes,'sheanswered,

puttingherhandtoherbrow.̀Itrembleatmanythings.Itisallso

serious,Angel.AmongotherthingsIseemtohaveseenthiscarriage

before,tobeverywellacquaintedwithit.Itisveryodd- Imust

haveseenitinadream.'̀Oh- youhaveheardthelegendofthe

5 PeterHartocollis,TimeandTimelessness:TheVarietiesof Temporal
Expen'ence(NewYork:InternationalUP,1983),86.
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d'UrbervilleCoach- thatwell-knownsuperstitionofthiscounty

aboutyourfamilywhentheywereverypopularhere;andthislumber-

1ngOldthingremindsyouofit.'̀Ihaveneverheardofittomy

knowledge,'saidshe.̀Whatisthelegend一 mayIknowit?'

(280)

同様のことは､テス一家の借地権が切れてマ-ロットから引越しをする前日

の雨の晩にも起こる｡ アレクがテスの座っている窓の外に姿を見せた時､彼

女は通りもしない馬車の空音を耳にする. この場合は"de'jatvu"というより

もむしろ"de'}'aLentendu"といったほうが適切であるかも知れないが､前にも

述べた通り､これは遠い昔､殺人事件が起きたというダーバヴィル家の馬革

の音である｡

しかし､このような傾向はテスよりもエンジェルの中に顕著に認められる｡

新婚生活の第一歩を踏み出すことになった農家- かつては名門ダーバヴィ

ル家の地所- の二階へ通ずる踊り場で､石壁に造 り付けになった等身大の

ダーバヴイル家の貴婦人の肖像画を見た時エンジェルはちょっとした不快感

を覚える｡無慈悲な背徳を暗示するかのような尖った顔､細い眼､作り笑い､

かぎ鼻､兇暴 といってもいい程の横柄さを表わしている大胆そうな目つき

- これらの特徴がテスの美しい容貌の中に明らかに認められたからであ

る｡然るに､現実のテスの顔立ちをェンジェルは､つぎのように見ているの

である｡

How verylovableherfacewastohim.Yettherewasnothing

etherealaboutit;allwasrealvitality,realwarmth,realincarnation.

Anditwasinhermouththatthisculminated….Toayoungmanwith

theleastfireinhimthatlittleupwardliftinthemiddleofherredtop

lipwasdistracting,infatuating,maddening.

(208-09)
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ダーバヴイル家の貴婦人の肖像と､テスの容貌との間のこれほどの差異をエ

ンジェルは敢えて無視するというのだろうか｡テスを追い詰めるのは､彼女

のde'j'aLuu体験を助長するかのようなエンジェルとアレクの言動なのである.

deJ]'aLvuの如き心的傾向が､この作品全体を支配する一つの流れであることは

既に述べたが､エンジェルとテスがこの流れから解放されるのは､彼が､ア

レク殺害後のテスを心底から受入れた時である｡ テスがアレクを殺害したの

は､イクシオンの車輪に結わえ付けられたからでもなければ､ダーバヴイル

家の血に潜む残忍な気質の故でもない｡次の一節は､アレクを刺殺したテス

がエンジェルの後を追って駅へ駆けつけ､殺害の経緯を語った後のエンジェ

ルの反応で＼ある｡

Theremomentarilyflashedthroughhismindthatthefamilytradition

ofthecoachandmurdermighthavearisenbecausethed'Urbervilles

hadbeenknowntodothesethings….Itwasveryterribleiftrue;ifa

temporaryhallucination,sad.But,anyhow,herewasthisdeserted

wifeofhis,thispassionately-fondwoman,Clingingtohimwithouta

suspicionthathewouldbeanythingtoherbutaprotector.Hesaw

thatforhimtobeotherwisewasnot,inhermind,withintheregion

ofthepossible.TendernesswasabsolutelydominantinClareatlast.

Hekissedherendlesslywithhiswhitelips,andheldherhand,and

said- Ìwillnotdesertyou!Iwillprotectyoubyeverymeansin

mypower,dearestlove,whateveryoumayhavedoneornothave

done!'

(475)

一部始終を聞き終えたエンジェルは､暫 くの間､以前の彼と全 く変らない考

え方に捉えられて選巡するのであるが､今度は此処から俄に反転してテスへ

の真の愛に目覚める｡この瞬間に､彼の心の中で確実に何かが変化している｡
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それは差異の認識､限りなくダイナミックに移り変わる生の実相の把握､テ

スという女性の持つ多義的象徴性の洞察である｡ さり気なく語られるこの一

節にこめられた意味は､テスの最初の告白､アレクとの過去についての告白

の後に続 くエンジェルのぎこちない態度と比べ合わせれば一層明確になるで

あろう｡テスの最初の告白に続 くエンジェルの狼狽ぶりは､滑稽を通り越し

て哀れでさえある｡彼には､テスの持つ変わり身のしなやかさ､というより

も彼女の作 り出す限りなく変化に富んだ意味作用を理解することができな

い｡古代ギリシャの詩人や美術家の如 く､彼女をアルテミス(Artemis)やデ

メテル(Demeter)になぞらえ､静止した彫像として鑑賞するかと思えば､恰

も窃視者の如 くテスのごく限られた断面だけに捉えられたりする｡ テスの動

的な相を無視し､静止した状態､死んだ状態に留め置こうとするエンジェル

の願望は､彼の夢遊病的行動の中に窺える｡

深夜､テスを抱き抱えて寝室から外へ運び出し､逆巻 く急流の深い淵に懸

かる脆い木の橋を辛 くも渡り終えると､彼は対岸の荒果てた僧院の石の棺の

中に彼女を横たえ､自らもその傍に並んで安らかな眠りに就 く｡注目すべき

ことは､この橋を渡っている途中､テス自身､エンジェルとともにこの淵に

身投げする衝動に駆られたという事実である｡ テス自らがエンジェルとの心

中を願う- これは､自他ともに抹殺し合うことによって互いに一切の意味

作用を剥奪し合い､謂わば無色透明になろうとする願望である｡ このことに

よって､最早いかなる固定的意味にも捉えられることのない水の如き自由な

存在になり得る｡ これは詰まる所､無限に変化する意味作用の流れの中に身

を置こうとする願望と異なるところはない｡固定した意味にこだわり続ける

エンジェルに､限りなく流動する生の実相を知らせるには､これ以外に方法

がないことをテスは直観したのかも知れない｡この衝動は､テスとエンジェ

ルをともに束縛から解散する役目を担っているのである｡ かって トールボ

セ-ズ農場でエ ンジェルがテスを呼ぶのに使ったギリシャの女神の名に､チ

スが示した微かな抵抗こそ彼女の自己主張､彼女を束縛する外力との闘いの

第一歩だと考えられる(6)0
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HecalledherArtemis,Demeter,andotherfancifulnameshalfteas-

ingly,whichshedidnotlikebecauseshedidnotunderstandthem.

C̀allmeTess,'shewouldsayaskance;andhedid.

(187)

アレクの束縛に抗するテスの闘いは､これよりも一層俄烈である.彼がダー

バヴィルを名乗ることによって､テスはますます過去の歴史のしがらみに捉

えられ身動きがとれなくなってくる｡ 車輪の回転は､何百年を隔てて既視感

の中で執物に反復され､殆 ど強迫観念に近い｡アレク･ダーバヴィ)t'の存在

は､単に村の金持ちの好色な男 というだけにとどまらず､テスの祖先ダーバ

ヴィルに関する暗闇に葬られた未知の部分をテス以上に詳しく知っていると

いう点で､極めて厄介なのである｡彼は､テスの行 く手に立塞がり､歴史の

重圧を利用してテスの個 としての自立の芽を摘みとろうとする｡エンジェル

がテスの多面性を捉えることができなかったように､アレクも ｢ダーバヴイ

ル｣という名と肉欲以外にテスを考えることができない｡エンジェルですら､

テスとの結婚に際して両親を説得するために ｢ダーバヴイル｣の名を最後の

切 り札にしたほどである｡ アレクの巧妙さは､テスを捕捉することのできな

いエンジェルの欠陥を見事に見破 り､エンジェルの留守に物質的援助を押し

つけて経済上の支配権を掌握することである｡ エンジェルとテスを結びつけ

る愛の幹が､財力を基盤にしたアレクの権力に対抗し得るほど強力ではない

ことを既にアレクは見抜いていた｡テスに財産を提供することによってダー

バヴィル家の没落をなんとか食止めようとしているという観点から見れば､

それは妥当な援助であるかもしれない｡だが同時にそれは､テスをダーバヴィ

ル家の中に封じ込める役割を果たす｡テスはアレクによって文字通 り ｢ダー

バヴイル家のテス｣となるのである｡ 従って､アレク刺殺は次の二つのこと

6 RosemarieMorgan,WomenandSexualityintheNovelsofThomasHwdy
(LondonandNewYork:Routledge,1988),103.
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を意味する｡ テスの行為は､元祖ダーバヴイルの名を煽る贋者､即ちダーバ

ヴイル家の贋造物 (simulacra)をも打ち砕こうとしているのである｡ この贋

造物が仮に生き残ったとすれば､必ず本物と競合し､いずれは自らが本物と

なってテスを従属させることになるかもしれない｡この作品の冒頭から､テ

スはTessDerbyfield､アレク はAlecd'Urbervillesとして登場する｡ 現時

点では､財産も地位もあるアレクのほうが遥かに ｢本物｣に近 く､テスが正

統であることを証明するのは唯一､教会にある古色蒼然とした系図のみであ

る｡ この古ぼけ色越せた系図にどれだけの信悪性を置 くことができるのか｡

一体､｢本物｣と｢贋物｣とを区別する確固たる基準はあるのだろうか｡両者

は､ふとしたことで容易に入れ代わるのではなかろうか｡｢ダーバヴィル｣は､

その入れ代わり､交錯の瞬間､その狭間に在るのではないのか｡

このことは､かつてエンジェルが､テスを実像と虚像に分離することでブ

スの本来の姿を見失ってしまったこととも関連している｡

LIrepeat,thewomanIhavebeenlovingisnotyou.'LButwho?'

Ànotherwomaninyourshape'

(299)

エンジェルにとって､この ≠anotherwoman〟こそテスの実像であり､今､

目の前に居るのは虚像だというのであろう｡ 彼は､この虚像を拒み､死滅し

た実像を掻抱いて僧院の棺に納めるのである｡ 彼にとってテスの実像とは､

既に述べたように女神のような固定化された象徴である｡ そして虚像とは､

これまた固定化された二百年ほど前のダーバヴイル家の貴婦人の肖像画であ

る｡ この肖像画のイメージこそ､アレクとの過去を告白した直後にエンジェ

ルがテスの中に見たものに他ならない｡

Asallvisitorstothemansionareaware,thesepaintingsrepresent

womenofmiddleage,ofadatesometwohundredyearsago,whose
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lineamentsonceseencanneverbeforgotten.Thelongpointedfea-

tures,narroweye,andsmirkoftheone,sosuggestiveofmerciless

treachery;thebill-hooknose,largeteeth,andboldeyeoftheother,

suggestingarrogancetothepointofferocity,hauntthebeholder

afterwardsinhisdreams.

(283-84)

テスの本来の姿は､これら相異なる諸相が無限に入り乱れ､一瞬一瞬その姿

を流動的に変化させてゆく中に在ると言えよう｡アルテミス､デメテルのイ

メージも､ダーバヴィル家の貴婦人の肖像画のイメージもテスの無限に変化

する相の一つなのであり､そのいずれか一つによってテスの実体を判断する

ことはできない｡肖像画の中の貴婦人の相貌の一部は､エンジェルも言うよ

うにテスの顔立ちに辿ることができるかも知れない｡作者自身もテスの顔立

ちに関して､その時その時で相異なる相が現れると評している｡

Phasesofherchildhoodlurkedinheraspectstill.Asshewalked

alongtO-day,forallherbouncinghandsomewomanliness,youcould

sometimesseehertwelfthyearinhercheeks,orherninthsparkling

fromhereyes,andevenherfifthwouldflitoverthecurves.ofher

mouthnowandthen.

(52)

｢ダーバヴィル｣の実体も､テスの顔立ち同様､無数の相を持ち､折にふれ

様々な形で顕現する｡デメテル､アミテミス､新興地主ダーバヴイル､ダー

バヴィル家の貴婦人の肖像画などは､いずれもその相の一つにすぎない｡と

ころが､この一断面にすぎないものを恰も ｢ダーバヴィ)i,｣の全てであるか

のように捉えるところに問題がある｡ テスは何故アレクを殺さねばならな

かったのか｡エンジェルは何故告白後のテスを拒んだのか｡これらの動機の
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背後にあるものは､無限に多面的な実体の一断面のみを見て､それで全てだ

とする考え方である｡テスはアレクを刺し殺すことで旧家ダーバヴィル家と

そのsimulacraを､ともに切 り捨てようとしたのかも知れないが､｢ダーバ

グィル｣とは何であるかということは､当のテスにも不可解なのである｡ ア

レクとエンジェルが｢テス｣の実体を把握し得なかったのと同様､テスも｢ダー

バヴイル｣の実体を理解していない｡三人とも無限に多面的なものの一面だ

けに振り回され､それに固着していると言わざるを得ない｡アレクを殺すこ

とによって ｢ダーバヴイル｣は消滅するどころか､再びあのダーバヴイル家

の貴婦人の不気味なイメージをテスに付与してしまうのである｡ 仮にエン

ジェルが､アレク刺殺後のテスを再び拒んだとすれば､テスの一生は､この

不気味なイメージの貴婦人の肖像画を更にもう一枚つけ加えただけで終わっ

たことだろう｡ エンジェルがテスを心から受容した時､テスはダーバヴィル

家の肖像画から脱け出し､流動して止まない ｢ダーバヴィル｣の多様性の真

只中に在る矛盾に満ちた自己の姿を直観したにちがいない｡その瞬間に､彼

女は固定した象徴体系から解放されたのである｡

このように考えると､かつてテス､エンジェルそしてアレクが陥った一義

的象徴体系への固着という現象は単なる錯覚のように思われるかも知れな

い｡だが､多義的象徴と一義的象徴体系とは､実は分かち難 く絡み合ってい

るのではなかろうか｡テスとエンジェルの逃避行は､再び一義的象徴体系､

即ち､｢綻｣に阻まれるからである｡テスが官憲に逮捕される場所は､古代人

が太陽神を崇拝した神殿の祭壇である｡男性的風貌を伴って赤い光線をマ-

ロットの村に照射し､回転する刈取り機の赤ペンキを塗った腕木を強烈に印

象づけたのも､この太陽である｡ 男性一太陽一赤の色彩一回転は､此処に堅

固な象徴体系を作り上げ､村の中に一種の支配体制を確立するのである｡テ

ス､エンジェル､アレクも例外なくこの体制に組み込まれている｡謂わば､

男性原理に根差した ｢綻｣の貫徹した社会なのである｡

Thesun,onaccountofthemist,hadacurioussentient,personallook,
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demandingthemasculinepronounforitsadequateexpression.His

presentaspect,coupledwiththelackofallhumanformsinthescene,

explainedtheold-timeheliolatriesinamoment.Onecouldfeelthat

asanerreligionhadneverprevailedunderthesky.Theluminarywas

agolden-haired,beaming,mild-eyed,God-likecreature,gazingdown

inthevigourandintentnessofyouthuponanearththatwasbrim一

mmgWithinterestforhim.Hislight,alittlelater,brokethrough

chinksofcottageshutters,throwingstripeslikered-hotpokersupon

cupboards,chestsofdrawers,andotherfurniturewithin;and

awakeningharvesterswhowerenotalreadyastir.Butofallruddy

thingsthatmorningthebrightestweretwobroadarmsofpainted

wood,whichrosefrom themarginofayellowcornfieldhardby

Marlottvillage.They,withtwoothersbelow,formedtherevolving

Maltesecrossofthereaping-machine,whichhadbeenbroughttothe

fieldonthepreviouseveningtobereadyforoperationsthisday.The

paintwithwhichtheyweresmeared,intensifiedinhuebythesun-

light,impartedtothemalookofhavingbeendippedinliquidfire.

(136)

｢赤の色彩｣も｢回転｣も､出現するたび差異化され､決して一義的象徴た

り得ないことは既に述べた｡しかし､この上に太陽-男性原理が加えられる

時､差異化は阻止され､｢赤の色彩｣は常に死へ向かい､回転は過去の事象を

運命的に何度となく繰返すだけのものとなる｡フロイト (SigmundFreud)

は､この種の反復を ｢反復強迫｣("repetitioncompulsion,W2'ederholungs-

zu)ang〟)であるとして ｢生命体の初期の状態を回復しようとする固有の本

能｣ (7)であると語る｡ フロイトによれば､この ｢初期の状態｣とは｢生命体以

前の無生物｣であり､｢あらゆる生命体が究極的に目指すところはこの無生物

の状態､即ち死｣ (8)であるという｡即ち､｢反復強迫｣は｢死の本能｣("death
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instinct〟)というのである｡しかし､同時にフロイトは､この｢死の本能｣に

対立する ｢生の本能｣ドEros〟)が､生体に刺激を与えて変化､発展を促し､

死に到るまでの道筋を幅広 く分岐させ限りなく複雑な迂路 (de'tours)を組み

込む働きをするという(9)｡この二つの本能は､個々に独立したものではなく､

互いに密接に連関し合ってダイナミックな相互作用を展開するものと思われ

る｡

一方､ピーター･ブルックス (PeterBrooks)は､｢死の本能｣に基づく不

気味な反復が､Erosのエネルギーの過剰な放出による早過ぎる死を遅延さ

せ､直接的快楽から遠ざけることによって究極的な快楽の完成を目指すと語

り､｢反復強迫｣の効果を評価する(10)0｢生の本能｣も ｢死の本能｣も行着 く

所､ともに ｢死｣であるが､この二つが密接に絡み合うことによって ｢死｣

をできる限り遅らせることができるのである｡ この意見に従えば､テスとエ

ンジェ)I,の試練は､逃避行の末辿り着いたニュー ･フォレストの一軒家での

一夜､そしてストーンヘンジの祭壇の上の一夜のためにあったということに

なるだろうし､テスの処刑は､極力遅延された ｢死｣ということになるのか

も知れない｡事実､テスとエンジェルが新婚旅行に出発する直前､作中に引

用されたRomeoandJulietの中のFriarLaurenceのことば "Theseviolent

delightshaveviolentends〟(281)にも､Erosの過剰なエネルギーの放出に

よる死の加速への警告がある｡

それにしても､フロイトやブルックスのいう相互作用の歯車は､それほど

7 SigmundFreud,BeyondthePleasuylePrincli)le,trams.JamesStrachey(New
York:Norton,1975),30.
8 Freud,32.
9 Freud,32-33.
10 PeterBrooks,ReadingforthePlotIDesignandIntentioninNarylative
(oxford:Clarendon,1984),101-02.
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うまく噛み合うものなのだろうか｡｢死｣の錠とErosが密接不可分に結びつ

いていることは事実であるが､この二つは常に調和を保って結びつくのであ

ろうか｡この作品の場合､とりわけ ｢綻｣が強力な余り､Erosの差異化する

力が弱められ一義的に硬直した意味がしばしば生じているように思えるので

ある｡これがテス､エンジェル､アレク､そして､その他の登場人物が等し

く陥っている情況である｡

ところで､｢綻｣がこの作品中､男性支配に基づくものとして描かれている

ことは既に述べたが､男性支配と ｢提｣は､何故このように関連し合ってい

るのであろうか｡ジャック･ラカン (JacquesLacan)によれば､父親が幼児

を母親から遠ざけ､母親との一体化を禁止する時期 (｢エディプス期｣)以後､

この禁止は幼児にとって最初の ｢綻｣となる｡ 子供は､奪われた欲望の対象

を他の事物によって象徴的に支配する能力を身につける｡ 例えば､フロイト

が観察した幼児は､母親の在､不在を､｢糸巻き｣を出したり隠したりするこ

とによって表現したのである(ll)｡このようにして､幼児は象徴の世界に参入

することになる｡ 然るに､一旦奪い取られた欲望は､いつまで経っても満た

されるものではなく､次々と他の事物に置き換えられてゆく｡即ち､欲望は､

今度は｢換槍の道｣へ踏みこんでゆくことになる(12)｡つまり換喰(metonymy)

の連鎖､記号表現 (signifier,sl'gmfz'ant)の連鎖による差異化が始まるわけで

ある｡

このように､人間が象徴能力を身につけ､同時に差異化のプロセスを推し

進めることができるのは｢父の捉｣が存在するからである｡ ところが､｢父の

綻｣には､この差異化のプロセス､記号表現の連鎖を食い止める作用も存在

している｡ これは､ラカンが ｢クッションの綴じ目｣("anchoringpoint,〟

"pointdecapiton〟)と称しているもので､際限なく続 く記号表現の連鎖をあ

る時点で食い止め､記号内容(signified,stgmfl'e')と結びつかせるものである｡

ll Freud,8-ll.
12 JoelDor,IntroductionalaLecturedeLacan(Paris:Denoel,1985),114-21.
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これによって､そこになんらかの意味作用が生ずる｡ しかし､一方でラカン

は､記号表現と記号内容を一つの意味作用に繋ぎ止めることは絶対に不可能

であり､｢クッションの綴じ目｣は､どこまでも神話的役割にすぎないとい

う(13)｡だが､｢父の綻｣が社会体制 と結びついて異常に強力になった場合､差

異が硬直化し､意味が無理矢理一義的に固定されてしまうという情況が起こ

り得るのではあるまいか｡

ⅠⅠⅠ

テスの顔立ちの諸相について作者が述べていることは､テスの人格全体に

も当て蕨まる｡ 一瞬一瞬浮かんでは消えるテスの様々な時代の相貌は､謂わ

ばダイナミックに層を成しているのであり､決して固定されたヒエラルキー

ではない｡それ故､いずれか一つの相貌を取 り出して静止画像の如 くいつま

でも留め置 くことは不可能である｡ それは ｢無限に広がる風景の如 くパノラ

マ的可能性を秘めたもの｣(14)である｡ 彼女の眼も､黒､青､灰､すみれ色と

いった特定の色彩に限定されるものではなく､それらの他に無数の色彩が揮

然と入 り混じり､陰の向こうにまた陰が､色合いの向こうにまた色合いが､

その底知れぬ瞳の周辺に見られるのである｡(140-41) 同様にテスの全人格

も幾重にも編棒したダイナミックな融合体であり､その発見は当のテス自身

にも驚 くべきことであった｡アレクを刺し殺すことが単純に ｢ダーバヴイル

家の血の遺伝｣に帰せられるものではないことは､エンジェルに語った彼女

のことばからも明らかである｡

H̀owwickedlymadIwas!YetformerlyInevercouldbeartohurt

13 AnikaLemaire,JacquesLacan,trams.DavidMacey(London:Routledge&
KeganPaul,1982),116-17.
14 KathleenBlake,"PureTess:HardyonKnowingaWoman"inCritical
EssaysonThomasHwdy.･TheNovels,ed.DaleKramer(Boston:G.K.Hall,
1990),209.
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aflyoraworm,andthesightofabirdinacageusedoftentomake

mecry.'

(481)

このように重層的で動的な構造は､当然のことながら作品中の自然描写の

中にも描き込まれている｡単純に ｢光｣と ｢陰｣の交錯に停まらず､｢光｣に

も ｢陰｣にも無数の差異があり､それらの諸要素が一瞬一瞬姿､形を変えな

がら絡み合い､その都度微妙な対照的効果を醸し出す｡例えば､次の例はど

うであろうか｡

Sheputherhandinhis,andthustheywenton,toaplacewherethe

reflectedsunglaredupfrom theriver,underabridge,witha

molten一metallicglowthatdazzledtheireyes,thoughthesunitself

washiddenbythebridge.Theystoodstill,whereuponlittlefurred

andfeatheredheadspoppedupfromthesmoothsurfaceofthewater;

but,findingthatthedisturbingpresenceshadpaused,andnotpassed

by,theydisappearedagain.Uponthisriver-brinktheylingeredtillthe

fogbegantocloseroundthem-whichwasveryearlyintheevening

atthistimeoftheyear- settlingonthelashesofhereyes,whereit

restedlikecrystals,andonhisbrowsandhair.

(259)

光は太陽から発しているとは言え､本体は橋の陰に隠れ､一層躍動感のある

反射光が主体 となって､立ちこめる霧と融合し瞬間的に水晶となって凝結す

る｡ 川面から立ち現れる黒い陰さえもリズミカルに動いている｡

また､次の二つの描写では､それぞれ ｢光｣と ｢霧｣の中に微妙な差異が

表現されている｡
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Thegrayhalf-tonesofdaybreakarenotthegrayhalf-tonesofthe

day'sclose,thoughthedegreeoftheirshademaybethesame.Inthe

twilightofthemorninglightseemsactive,darknesspassive;inthe

twilightofeveningitisthedarknesswhichisactiveandcrescent,and

thelightwhichisthedrowsyreverse.

(186)

Fromeachislandproceededaserpentinetrail,bywhichthecowhad

rambledawaytofeedaftergettingup,attheendofwhichtrailthey

foundher;thesnoringpufffromhernostrils,whensherecognized

them,makinganintenserlittlefogofherownamidtheprevailing

One.

(187-88)

最初の描写では､夜明けの灰色の光と夕暮の灰色の光が､明度は同じであっ

ても闇を背景にすると相異なっていることを述べたものであり､次の描写で

は､牧草地一面に立ちこめる霧と､その中に吐き出される牛の息との対照的

効果が強調されている｡

風景の構成要素を見ても､どれ一つとして停滞しているものはない｡四季

の移り変わりは言うに及ばず､名の知れぬ動植物､風､光､霞､霧､雨､水

の流れ､音楽の調べなど､視覚においても聴覚においても無数の相を見せな

がら絶えず流動してゆく｡ある時は穏やかで美しく､またある時は惇しく不

快である｡動植物が生殖相を露にする一節でも､テスはこのような自然の｢性｣

と一体となりながらも､そこから緩やかに移行してゆくのであって､正にこ

の推移そのものの中に彼女の全人格を髪賓 とさせるものがある.最初から

｢性｣と無縁であったり､｢性｣に縛りつけられたまま身動きがとれなかった

り､ということはない｡エンジェルのハープの調べは､アレクによる ｢性｣

の呪縛からテスを徐徐に解放してゆく｡それは､テスから ｢性｣を剥奪する
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どころか､彼女に ｢性｣本来の融通無碍な姿を取り戻させるのである0

27/-

TheoutskirtofthegardeninwhichTessfoundherselfhadbeenleft

uncultivatedforsomeyears,andwasnowdampandrankwithjuicy

grasswhichsentupmistsofpollenatatouch;andwithtallblooming

weedsemittingoffensivesmells- Weedswhoseredandyellowand

purplehuesformedapolychromeasdazzlingasthatofcultivated

flowers.Shewentstealthilyasacatthroughthisprofusionofgrowth,

gatheringcuckoo-spittleonherskirts,Crackingsnailsthatwere

underfoot,stainingherhandswiththistle-milkandslug-slime,and

rubbingoffuponhernakedarmsstickyblightswhich,thoughsnow-

whiteontheapple-treetrunks,mademadderstainsonherskin;thus

shedrewquiteneartoClare,stillunobservedofhim.

(178-79)

思えば､テスとエンジェルを結びつけるものは最初から ｢音楽｣であった｡

エンジェルがマ-ロットの村でテスを見初めたのは､丁度五月祭の踊 り

(May-Daydance)の真最中で､テスを含めた村の女たちはバンドの調べに酔

い痴れ､ダンスに打ち興じている｡次の出合いの場所､ トールボセ-ズ酪農

場では､エンジェルのハープが終始美しい音色を響かせ続ける｡川のせせら

ぎ､鳥や虫の鳴き声もハープの音色と調和し､牛も乳の出が著しく向上する

のである｡ 酪農場は､音楽とともに明け音楽とともに暮れる｡ 牛が乳を出さ

ない気配が見えると乳しぼりたちは一斉に歌を歌い出す｡テスとエンジェル

の愛は､この農場に深く根差したものであり､そこに奏でられる音楽を煤介

としているのだ｡

このハープを奏でるエンジェルが､音楽の効果とはおよそ裏腹な言動でブ

スを拒み､音楽にこれほどまで心酔するテスが再度アレクの ｢性｣に捕獲さ

れるという事実- これが多義的象徴と分かち難 く絡み合っている一義的象
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徴体系の正体なのである｡この両者は必ずしも調和を保って結びつかず､互

いに他を打消す方向で結びつくこともある｡

ジュリア･クリステヴァ (JuliaKristeva)によれば､象徴体系 ("thesym-

bolic〟)を解体して多義性､重層性を高める要素は ≠thesemiotic〟であり､

これが音楽の基本を成すものであるという(15)｡この≠thesemiotic〟は､意味

作用の中に限りなく差異を作 り出すという点でFreudのいうErosのことだと

思われる｡ テスが殊の外､音楽に対する感受性が鋭いことは､Eros即ち≠the

semiotic〟への強い傾斜を示すものである｡

一方､この≠thesemiotic〟に必然的に絡み合う男性原理､ラカンのいう｢父

の綻｣がなんらかの理由で "thesemiotic〟との調和を失えば､どのような事

態が生ずるであろうか｡

例えば､この作品のように｢捉｣が半ば体制化している場合､"thesemiotic〟

が "thesymbolic〟を解体する力を失い､多義的な意味作用の形式が妨げら

れる｡ その結果､固定された象徴体系 ("thesymbolic〟)は､やがては ｢物｣

に堕してしまうのである(16)｡クリステヴァは､このように象徴がコード化さ

れて堕落した状況を｢物象化｣(≠fetishism〟)と呼び､これに対しては断固戦

いを挑まねばならぬと主張する(17)｡この反逆の力こそ"thesemiotic〟の復権

なのである｡エンジェルが告白後のテスに見たのは､アレクによって蒙った

テスの肉体の局部的な傷以外の何物でもない｡彼は､この ｢物象｣に振り回

され､これを断ち切ることができず､結局は､無限に多義的な象徴であるテ

スの実体を愚かにも切 り捨てるのである｡

エンジェルがこだわり続ける｢物象｣は､既にアレクが所有している以上､

エンジェルの嫉妬は癒し難 く､逆にアレクに自信を与える結果ともなる｡ テ

15 JuliaKristeva,RevolutioninPoeticLanguage(NewYork:ColumbiaUP,
1984),24.

16 Kristeva,64-65.
17 Kristeva,83.
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スを ｢物象化｣している点で､エンジェルとアレクは同じ延長線上に並んで

いる｡テスの方でも､自らの ｢外傷｣(≠trauma〟)にこだわればこだわる程､

アレクの陥葬に陥り､アレクも､｢物象化｣されたテスへの情慾に捉えられて

身動きできない状態に陥る｡ ｢物象化｣の中で三者とも､謂わば ｢三珠み｣に

なっているのである｡これを打破する機会は何度かあった訳だが､最も印泉

的なのはテスの母親の忠告である｡

Manyawoman- someoftheHighestintheLand- havehada

Troubleintheirtime;andwhyshouldyouTrumpetyourswhen

othersdon'tTrumpettheirs?NogirlwouldbesuchaFool,specially

asitissolongago,andnotyourFaultatall.Ishallanswerthesame

ifyouaskmefiftytimes.

(256)

エンジェルの熱心な求婚の前に進退極まったテスは､終に母親に手紙で助喜

を求める｡ この母親の返事の中にこめられた融通無碍な精神は､おそらく彼

女の夫ダービフィールド氏の男性支配に括抗し得るだけの夫人の主体性に由

来するものと思われる｡ ダービフィールド氏が､夫人なしでは到底生活して

ゆけない男であることは作品の随所に窺える｡

これと対照的なのはエンジェルの母親である｡ 教区牧師の夫の読む聖書の

一言一言に絶対的な信頼を置 く夫人は､夫の権威を竜も疑うことがない｡母

親とエンジェルとの会話の中で "pure〟､"virtuous〟("chaste〟)が何度繰返

されたことだろう.勿論､夫人の言う "pur6〟とは ｢物象化｣された意味で

の "pure〟のことである｡ このことばに対するエンジェルの反応には､相矛

盾した様々な感情が閲ぎ合っている｡

S̀heisspotless!'hereplied;andfeltthatifithadsenthimtoeternal

hellthereandthenhewouldhavetoldthatlie. (337)
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Whenhisagitationhadcooledhewouldbeatmomentsincensedwith

hispoorwifeforcausingasituationinwhichhewasobligedto

practisedeceptiononhisparents.Healmosttalkedtoherinhis

anger,asifshehadbeenintheroom.

(337)

この感情は､"thesemiotic〟と "thesymbolic〟との不調和､限りなく音楽

的なものと一義的象徴体系との敵暦から生ずる言いようのない腹立たしさな

のである｡

エンジェルの言う"spotless〟とは､テスの持つ多義的象徴としての完成度､

｢音楽｣への完成度が非の打ちどころのないことを言い表わしたものではない

だろうか｡そして ｢音楽｣としての完成度が高ければ高い程､一方ではこれ

を抑えつけ､多義的な意味作用の形成を妨げようとする圧力が強化されるの

である｡テスを ｢物象化｣するのは､この強大な圧力である｡

テスが母親の忠告を最後の段階で守れなかったのは､この圧力をまともに

蒙ったからに他ならない｡それは､テスとエンジェルが結婚前､買物のため

に遠出した日の夜､アレクの住んでいるトラントリッジ (Trantridge)の村

の男が偶々､宿でテスと顔を合わせた時のことである｡ 彼がテスの過去を知

り抜いていることは､彼のことばにテスが一瞬たじろいだことでも分かる｡

À comelymaidthat,'saidtheother.̀True,comelyenough.But

unlessImakeagreatmistake-'

(273)

これを見たエンジェルは､男がテスを侮辱していると思い込み､こっぴどく

男の顎を殴打する｡ 男が謝罪し､エンジェルも男に金を手渡して､テスとエ

ンジェルは馬車で帰宅するが､その後､男は連れの男に再びテスの過去を灰

めかす｡
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Àndwasitamistake?'saidthesecondone.

Ǹotabitofit.ButIdidn'twanttohurtthegentleman'sfeelings-

notI.'

(274)

テスへの圧力が一層強められるのは､帰宅後のことである｡屋根裏部屋の自

室に戻って眠りに就いたエンジェルは､テスをうわさしていた男と格闘する

夢を見ながら､旅行鞄を殴り続けている｡その勢いの激しさは尋常ではない｡

彼が殴り続けるものはテスの過去の陰なのである｡ テスの実体が､遠い過去

からの連綿 とした流れの中にダイナミックな重層性を展開する多義的象徴で

ある以上､エンジェルの行為は､この多義的象徴を､一義的な過去の切 り口

から切断し､アレクの刻んだ粗野な断面を再び白日の下に曝すことに等しい｡

音楽の如きテス､彼女の"thesemiotic〟に及ぼすエンジェルとアレクの行為

は､この意味でなんら異なるところはない｡テスが告白した後のエンジェル

の暴言 "Irepeat,thewomanlhavebeenlovingisnotyou.…Another

womaninyourshape〟(299)は､むしろアレクの行為より残酷である｡ こ

の瞬間､テスはすべての意味作用を失い､｢物｣と化する｡

Terrorwasuponherwhitefaceasshesawit;hercheekwasflaccid,

andhermouthhadalmosttheaspectofaroundlittlehole.

(299)

エンジェルとアレクの男性原理によって一方的に支配され ｢物｣と化しつ

つも､心の中では逆に"thesemiotic〟の力が限りなく高められ遂にアレク刺

殺 となって爆発するのである｡アレク殺害は､テスに内在する≠thesemiotic〟

の叛乱であると考えられる｡

ところが､この事件は､背後にダーバヴイル家の血に潜む忌まわしい殺人

事件の歴史の暗い陰を引きずっているうえ､テスは処刑されることによって､
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古代からの歴史に裏付けられた ｢太陽神｣の男性支配の原理の中に再び飲み

込まれてゆくのである｡

一方､殺害後のテスをエンジェルが受入れた時､テスの内なる ≠the

semiotic〟は真に解放され､二人の逃避行を奏でる｢音楽｣は､この上もなく

美しく流れる｡その余韻は､ダーバヴイル家や古代の太陽神崇拝などの歴史

の重圧を棲ね返す形で､テスの妹ライザ･ルー ('Liza-Lu)とエンジェルとの

結びつきの中に響きわたる｡

このように､意味作用の中に限りなく差異を作り出す音楽的なものと､過

去の歴史に根差した一義的象徴体系の重圧とは､この作品の中で共存しつつ

も互いに他を破壊する方向で結合していると考えられる(18)0

Ⅳ

一義的象徴体系の重圧によって差異を作り出す力が失われ ｢物象化｣が極

まった時､逆に差異化の力は一転して攻勢に転じ､凝 り固まった象徴体系を

突き崩す｡その時点で､再び象徴体系は勢力を盛り返し差異化の力を失わせ

る｡

このような果てしない相互破壊の循環は､ハ-ディの他の作品にも顕著に

見られる｡最後の小説といわれる『恋の霊』(TheWell-Beloved)は､この循

環そのものをテーマにした作品である｡ この ≠theWell-Beloved〟なるもの

は､永遠に差異を作り出す恋の霊であり､一義的に固定されることを拒むと

18 これとほぼ同様のことをPauldeManは､BlindnessandInsight:Essaysin
theRhetoricofContempwayyCriticism(Minneapolis:UofMinnesotaP,
1985),151の中で"modemity〟と"history〟に関して､次のように述べている｡
Hmodernityandhistoryrelatetoeachotherinacuriouslycontradictory
waythatgoesbeyondantithesisoropposition.Ifhistoryisnottobecome
sheerregressionorparalysis,itdependsonmodernityforitsdurationand
renewal;butmodernitycannotassertitselfwithoutbeingatonceswal1-
0Wedupandreintegratedintoaregressivehistoricalprocess….Modernity
andhistoryseemcondemnedtobeinglinkedtogetherinaself-destroying
unionthatthreatensthesurvivalofboth."
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いう点で≠thesemiotic〟そのものであると考えられる｡ピアストン(Jocelyn

Pierston)が､この ≠theWell-Beloved〟を特定の女性に対象化する時その

女性の実体は失われ､｢性｣の対象はその女性を形どった塑像に向けられる｡

女性は彫像となって固定されるのである｡しかし､程なく ｢恋の霊｣はそこ

から離脱して勢いよく飛期する｡ ピアストンが､それを､また別の女性の中

に封じ込めた瞬間､｢性｣の対象が彼女の衣服そのものに向けられるという現

象が起る｡女性が ｢衣服｣に化したと言えよう｡だがこの時も｢恋の霊｣は､

濡れた衣服を乾かす時の蒸気となって雲散霧消してゆく｡彼は再びそれを別

の女性の中に固定しようとするが､また挫折する｡このような循環をテーマ

とした作品は決して終わるということはなく､二作者の結末の着け方は極めて

不自然なものにならざるを得ない｡

『青い眼』(APairofBlueEyes)では､エルフライド(ElfrideSwancourt)

とナイト(HenryKnight)との間に繰広げられる恋愛模様が､極めて外面的

な ｢物｣ の世界､例えばイヤリングや宝石などの装身具によって展開されて

いるにもかかわらず､ナイトが想い措 くエルフライドは､彼女の様々な相が

滞然一体となって流動してゆく姿である｡ナイトが､このようなエルフライ

ドの多種多様なイメージの中からいずれか一つを抜き出して手帳に書留めた

瞬間､彼女本来の姿はナイ トのペン先の下から逃れ去ってしまう｡

一方､崖から滑落して絶壁に寄 り付いたナイトの救助に間一髪､間に合っ

たエルフライドに彼は再び彼女の真の姿を見出すが､彼女が臨機応変に編ん

だ救助用のロープは彼女自身の ≠linen〟である｡

このような差異化と物象化の相互破壊の循環は､ハ-ディ小説の一つの特

徴を成すものと思われるが､『テス』は､それがかなり鮮烈に打ち出された作

品である｡ それを裏付けるものは､テスの素朴な信仰 と作品の中で使われて

いる彼女の豊かな方言であろう｡ トールボセ-ズ酪農場へ働きに出て､まだ

日も浅い頃､親方や仲間の労働者たちと朝食をとっている時テスが何気なく

口にした彼女の信念は､人間が決して ｢物｣の中に封じ込められる存荏では

なく､そこから自由に出入 りできることを灰めかすものである｡
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Ìdon'tknowaboutghosts,'she(Tess)wassaying;̀butIdoknow

thatoursoulscanbemadetogooutsideourbodieswhenweare

alive.'Thedairymanturnedtoherwithhismouthfull,hiseyes

chargedwithseriousinquiry,- Ẁhat- reallynow?Andisitso,

maidy?'hesaid.̀Averyeasywaytofeel'emgo,'continuedTess,̀is

tolieonthegrassatnightandlookstraightupatsomebigbright

star;and,byfixingyourminduponit,youwillsoonfindthatyouare

hundredsandhundredso'milesawayfrom yourbody,whichyou

don'tseemtowantatall.'

(175)

テスの真の姿は､彼女の身体から常に既に離脱している存在である｡このよ

うな生まれつきの信仰が物象化を拒む原動力になっているのだ｡彼女の死後､

エンジェルを妹ライザ ･ルーと結婚させようとしたのもこの信仰によること

は言うまでもない｡

この作品に用いられている言語そのものが､標準語という一義的象徴体系

の支酉己と､それに対抗する少数派の方言のもつ豊かな多義性､重層性との間

で職烈な闘争を展開している｡テスの使っている方言は､｢言語の多種多様な

歴史の層が不安定に混在したもの｣(19)なのである｡

標準語を話す多数派エンジェルとアレクは､ことばのうえでもテスを支配

しようとする｡

然るに､少数派Wessex方言が標準語に抑圧､排除される一方､逆にエン

ジェルやアレクもテスと交際するうちに彼らの標準語の優位性が一部失われ

るのである(20)｡ブラジルへ去って以来消息を断ったエンジェルの所在を確か

めようと､エンジェルの父の牧師館を訪ねるも志を果たせずして空しく帰途

19 Lecercle,18.
20 Lecercle,18.
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に着いたテスに､何年ぶりかで出会ったアレクは言う｡

285

H̀owisitthatyouspeaksofluentlynow?Whohastaughtyousuch

goodEnglish?'

(389)

エンジェルの標準語がこのような形でテスの方言を駆逐する一方､エンジェ

ルもトールボセ-ズで知らず知らずのうちにテスのWessex方言を身につ

け､ケンブリッジから戻ったばかりの兄たちを驚かせる(21)0

Ỳoucannot,ifwedidnot,'MrClareansweredlucidly.̀Ah- no;

though themeadwasadropofprettyt顔 le.'̀Awhat?'saidCuthbert

andFelixboth.̀Oh- 'tisanexpressiontheyusedownatTalboth-

ays,'repliedAngel,blushing.

(222; italicsmine)

テスがクレア氏の牧師館を訪ねる道すがら､ トールボセ-ズ酪農場のフ

ルーム盆地 (FroomValley)に似通った一面の緑を見て､かつてそれが象徴

していた美しさが感じられず､以前ほど好感が持てなくなる一節では､彼女

独特の美学が語られている｡

Beautytoher,astoallwhohavefelt,laynotinthething,butinwhat

thethingsymbolized.

(373)

21 Lecercle,18.
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このことからも分かるように､テスにとって象徴は固定されるものではなく､

その都度溶解してゆくものなので＼ある｡

一義的に固定された象徴 となることを拒むテスは､音楽に対する並外れた

感受性に始まり､彼女の素朴な信仰や方言そして美意識に到るまで､無限に

多義的､重層的な差異の戯れの中に身を置いていると考えられる｡


